
 

 

１ 計画の概要 

本市では、平成２３年３月に発生した東日本大震災において、湾岸の埋立地を中心として液状化等による大きな被害を受けたところであ

ります。さらに、近年の地球温暖化に伴う気候変動により、台風の大型化、集中豪雨や突風被害の多発など、多岐にわたる災害に向けた防

災・減災対策が急務となっています。これらの状況を踏まえ、本市においても、事前に防災及び減災に係る施策を進め、大規模自然災害は

発生しても機能不全に陥らない、迅速な復旧・復興が可能な都市をめざし、「強さ」と 「しなやかさ」を持った安全・安心な国土・地域・

経済社会の構築に向けた「国土強靱化」を 推進するため、「千葉市国土強靱化地域計画」を策定したものです。  

  

２ 調査の目的 

本市では、千葉市国土強靭化地域計画の実効性を確保し、国土強靭化を着実に推進していくためには、基本計画編第 3 章の対応方策の進

捗を管理するとともに、アクションプラン編において、この方策に基づき具体的に定められた計画事業について、数値等を用いて適切に進

捗を管理する必要があることから、調査を実施しました。 

 

３ 千葉市国土強靭化地域計画（基本計画編）の主な進捗状況 

  重点化すべきリスクシナリオのうち、事業数の多いリスクシナリオを抜粋し、主な取組について平成 30 年実施内容及び令和 1、2 年度

実施内容（予定）について記載しました（別紙１のとおり）。 

 

４ 千葉市国土強靭化地域計画（アクションプラン編）の主な進捗状況 

千葉市国土強靭化地域計画アクションプラン編にて具体的に定められた施策・事業のうち、重点化すべきリスクシナリオに関する施策・

事業について、数値目標等を用いて進捗管理を実施しました（別紙２のとおり）。 

千葉市国土強靭化地域計画の進捗管理について 

資料５ 


